
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い：志村けんさんの「笑い」に対する情熱、人柄などで心に残っ 

たことをメモしましょう。 
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【活用にあたって】 

 アンデルセンの『絵のない絵本』の中に、喜劇役者

の話があります。喜劇役者になるべくしてなった彼は、

愛する人の葬式の日にも舞台に立ちます。心の中に絶

望をいだいて踊ったり跳ねたりします。観客からは割

れるような拍手喝采
かっさい

を浴びます。 

 志村けんさんが新型コロナウイルスによる肺炎のた

め亡くなりました。「カラスの勝手でしょ」「アイ～ン」

「だいじょうぶだぁ」などのギャグ、バカ殿様、変な

おじさんといったキャラクターの数々、その姿を見て

何度も笑ったことでしょう。子どもたちの人気者でし

た。 

お笑いタレントの志村さんは、いったいどんな人だ

ったのでしょう。四六時中、笑いを振りまいていたの

でしょうか。子どもたちと共に考えてみたいですね。 

 

喜劇で一番難しい役は愚か者の役であり、それを 

演ずる役者は愚か者ではない。（セルバンテス） 
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